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雇
用
保
険
法
施
行
規
則
及
び
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
四
号
ロ
」
を
「
第
五
号
リ
」

に
改
め
、「
被
保
険
者
（
」
の
下
に
「
第
百
十
八
条
の
二
第
十
二
項
第
一
号
ハ
を
除
き
、」を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

一
箇
月
以
内
」
を
「
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
、
当
該
者
に
該
当

す
る
に
至
つ
た
日
の
直
前
の
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
期
間
が
四
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
）」に

改
め
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
そ
の
線
路
ご
と
に
、そ
の
線
路
の
距
離
が
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
」

を
「
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
場
合
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
二
の
五
第
一
項
中
「
当
該
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
」を「
当

該
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
、
当
該
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
直
前
の
一
般
被
保
険
者
（
被
保

険
者
の
う
ち
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険
者（
以
下「
高
年
齢
被
保
険
者
」と
い
う
。）、

短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で

な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
期
間
が
四
年

に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
）」に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
二
の
七
第
三
号
中「（
被
保
険
者
の
う
ち
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険

者
（
以
下
「
高
年
齢
被
保
険
者
」
と
い
う
。）、
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
以
外
の
も
の
を

い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
百
二
条
の
三
第
五
項
中
「
通
年
雇
用
奨
励
金
」
を
「
通
年
雇
用
助
成
金
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
の
五
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

労
働
移
動
支
援
助
成
金
は
、
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
、
早
期
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
、
人
材
育
成
支

援
コ
ー
ス
奨
励
金
、
移
籍
人
材
育
成
コ
ー
ス
奨
励
金
及
び
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
と
す
る
。

第
百
二
条
の
五
第
二
項
中
「
再
就
職
支
援
奨
励
金
」
を
「
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

イ

中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
二
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
十
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

イ

中
「
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
十
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
」
を

「
第
十
二
項
第
一
号
イ
」
に
、「
キ
ャ
リ
ア
希
望
実
現
支
援
助
成
金
」
を
「
移
籍
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」に
、

「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
」
を
「
第
十
二
項
第
一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
（
同
号
ホ
を
除
く
。）の
い
ず
れ
に
も
」
に
、「
第

八
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
（
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

16

中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
中
途
採
用
（
新
規
学
卒
者
（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年

労
働
省
令
第
十
二
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
新
規
学
卒
者
を
い
う
。
第
百
十
二
条
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。）又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
学
卒
者
等
」
と
い
う
。）以
外
の
雇
入

れ
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
雇
い
入
れ
る
者
の
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
及
び
採
用
の

拡
大
等
の
取
組
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
途
採
用
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
た
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入
れ
る
者
に
新
規
学
卒
者
等
と
同
一
の
雇
用
管
理

制
度
（
募
集
及
び
採
用
を
除
く
。）を
適
用
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

中
途
採
用
計
画
の
対
象
と
な
る
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
途
採
用
計
画
期
間
」
と
い
う
。）

の
初
日
の
前
日
か
ら
三
年
を
さ
か
の
ぼ
つ
た
日
か
ら
当
該
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
雇
い
入
れ
た
者

に
占
め
る
中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入
れ
た
者
の
割
合
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
途
採
用
率
」
と
い

う
。）が
二
分
の
一
未
満
の
割
合
で
あ
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
中
途
採

用
計
画
期
間
に
お
け
る
中
途
採
用
率
を
当
該
中
途
採
用
計
画
の
初
日
の
前
日
か
ら
三
年
を
さ
か
の
ぼ
つ

た
日
か
ら
当
該
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
中
途
採
用
率
で
除
し
て
得
た
率
に
係
る
目
標
で
あ
つ
て
、

職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
達
成
し
た
も
の
（
当
該
中
途
採
用
計
画
期
間
に
中
途
採
用
計
画
に
基

づ
き
、
中
途
採
用
に
よ
り
二
人
以
上
の
者
を
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
と
し

て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
限
る
。）で
あ
る
こ
と
。

中
途
採
用
計
画
期
間
の
初
日
の
前
日
ま
で
に
、
雇
入
れ
日
に
お
い
て
四
十
五
歳
以
上
の
中
途
採
用
者

を
雇
い
入
れ
た
こ
と
が
な
い
事
業
主
で
あ
つ
て
、
中
途
採
用
計
画
期
間
に
中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
、

雇
入
れ
日
に
お
い
て
四
十
五
歳
以
上
の
者
を
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
と
し

て
雇
い
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

事
業
所
の
労
働
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
し
て
職
業
安
定
局
長
、
厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局

長
（
以
下
「
職
業
能
力
開
発
局
長
」
と
い
う
。）及
び
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
（
以
下
「
雇

用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
」
と
い
う
。）が
定
め
る
要
件
（
以
下
「
生
産
性
要
件
」
と
い
う
。）に
該
当
す
る
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ

資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
ロ

の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ

中
途
採
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道

府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間

（
ヘ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
ロ

の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し

た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働

者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。）以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

ロ

の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当

該
中
途
採
用
計
画
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断

し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ト

ロ
の
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
並
び
に
ロ

の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離

職
状
況
及
び
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い

る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ

前
号
ロ

に
該
当
す
る
事
業
主
（
同
号
ロ

に
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。）
五
十
万
円

ロ

前
号
ロ

に
該
当
す
る
事
業
主

六
十
万
円

第
百
二
条
の
五
第
九
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
十
二
項
第
一
号
」
に
、「
キ
ャ
リ
ア
希
望
実
現
支
援
助
成
金
」

を
「
移
籍
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」
に
改
め
、「（
同
項
第
三
号
ロ
に
定
め
る
額
に
限
る
。）」
及
び「（
第
二
号

及
び
第
三
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
キ
ャ
リ
ア
希

望
実
現
支
援
助
成
金
」
を
「
移
籍
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」
に
改
め
、「
又
は
第
二
号
」
を
削
り
、「
第
三
号
」

を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
被
保
険
者
」
の
下
に「（
短
期
雇
用
特
例
被
保

険
者
等
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
移
籍
出
向
に
よ
り
」
を
「
移
籍
出
向
（
離
職
前
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
事
業
主
の
事
業

所
へ
の
復
帰
の
見
込
み
が
な
い
者
と
し
て
、
失
業
す
る
こ
と
な
く
他
の
事
業
主
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。）

に
よ
り
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
と
し
て
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中「（
こ
の
号
の
規
定
に
よ

る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
の
合
計
額

イ

受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。）の
運
営
に
要
し
た
経
費
並

び
に
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受

講
料
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
、
前
号
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
三
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が

定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
に
あ
つ
て
は
、四
十
万
円
。

以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）を
超
え
る
と
き
は
、
三
十
万
円
）
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